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	応用
	抗原情報
	背景
	Aキナーゼアンカータンパク質（AKAP）は、構造的に多様なタンパク質群であり、プロテインキナーゼA（PKA）の調節サブユニットに結合し、ホロ酵素を細胞内の特定の場所に閉じ込めるという共通の機能を有する。この遺伝子はAKAPファミリーのメンバーをコードしている。コードされているタンパク質は、精子形成期および成熟精子において高レベルで発現する。精巣においてPKAのRIおよびRIIサブユニットに結合し、精子形成および精子機能における推定上の役割に加えて、体細胞および生殖細胞の細胞周期制御にも関与している可能性がある。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：RII-α結合部位は両親媒性ヘリックスを形成すると予測され、Rサブユニット二量体上の相補的な表面とタンパク質間相互作用に関与する可能性がある。,機能：プロテインキナーゼAのII型調節サブユニットに結合し、それらを固定／標的とする。,類似性：AKAP110ファミリーに属する。,細胞内局在：減数分裂前パキテン期精母細胞および発達中の減数分裂後生殖細胞の中心体では細胞質内に局在する一方、伸長中の精母細胞および成熟精子では中片／中心体に局在することが確認されている。,組織特異性：心臓、脳、肺、肝臓、腎臓、精巣、卵巣で発現する。骨格筋、膵臓、脾臓でも弱い発現を示す。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	AKAP11抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	AKAP11抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

